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活動報告

２０１３年 新潟県厚生連臨床工学技士会活動報告

糸魚川総合病院 臨床工学技士

いし だ しゅん た ろう

石田俊太郎

新潟県厚生連臨床工学技士会は２０１３年１２月末現在、会員数６１名が１１施設で代謝・循環・呼吸療法に関する生命維
持装置の設定操作・保守管理業務を行っています。

他職種に比べ歴史が浅く少数職種ですが、春秋期研修会を定期に開催し、また会員各位が日本透析医学会学術集
会や新潟県透析懇話会、ペースメーカ研究会、呼吸器学会、救急等の代謝・循環・呼吸分野の各学会へ参加し学術
発表を行っています。更に各施設や地域で関連分野における講師・上級認定資格の取得を通じ、臨床工学技士とし
ての知識・技術の向上に努めております。各方面からの末永い御指導を何卒宜しく御願い申し上げます。

２０１３年 活動実績（会員の発表を含む）

●２月２６日 第３回 循環器セミナー（厚生連新潟医療センター）
心臓・循環系の各種検査の基礎。経皮的冠動脈拡張術の基礎とデバイス
講師：厚生連新潟医療センター 循環器内科 杉浦 広隆 先生

厚生連佐渡総合病院 循環器内科 真木山八城 先生
厚生連村上総合病院 臨床工学技士 外山 伸行 先生

●３月２日 第１８回 バスキュラーアクセスインターベンション治療研究会
（東京都津田ホール）

平田 充博他：シャント側鎖骨下静脈閉塞に対する治療例

●６月２０～２３日 第５８回 日本透析医学会学術集会・総会（福岡国際会議場他）
平田 充博他：慢性維持血液透析患者の腎性貧血治療における C.E.R.A.月２回投与法の検討
桑原 温希他：低用量ネスプ製剤からミルセラ製剤への変更に伴う用量設定の検討

●７月７日 新潟県厚生連臨床工学技士会春期研修会・総会（厚生連新潟医療センター）
・新潟県厚生連本部講演：田中総務部長
・２０１１年度総会（活動報告会計・監査報告予算役員選出 その他）
・ランチョンセミナー

『透析液の安全性を考える』
講師：東京腎泌尿器センター大和病院 菅野 有造 先生

・教育講演 座長：厚生連新潟医療センター臨床工学技士各位
１－『抗血小板薬、抗凝固薬の作用と使用法』

講師：㈱サノフィ新潟第一営業所 天野 亮一 先生
２－『心臓手術の実際』

講師：厚生連新潟医療センター 泉 祐一 先生
３－『ナフォモスタットメシル酸塩の透析領域における副作用の現状と対策』

講師：㈱鳥居薬品 医療情報担当 末永 心裕 先生

●１０月２０日 第６回 厚生連臨床工学技士会循環器部門研修会（新潟医療センター）
ペースメーカ部門
・透析中ペースメーカに問題が起こったら…プログラマで観察・解決してみよう
・植え込み型除細動器、両室ペーシング機能付き植え込み型除細動器、条件付き MRI 対応

ペースメーカ等のデバイスについて

経皮的冠動脈再形成術
・ガイドワイヤーはこう選ぶ、こう使う
・ガイドカテーテルはこう選ぶ、こう使う
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ステント
・ステントはこんなに違う BMS/DES

血管イメージングの基礎（IVUS & OCT）
・ハンズオン＆ショートレクチャー

症例ディスカッション ～見て良かった IVUS・見なければ良かった IVUS～
座長：佐渡総合病院 真木山八城先生
コメンテータ：厚生連新潟医療センター 杉浦 広隆 先生

長岡赤十字病院 保屋野 真 先生

●１１月１７日 新潟県厚生連臨床工学技士会秋季研修会（新潟医療センター）
教育講演 座長：厚生連豊栄病院臨床工学技士各位
１－『近年の血液浄化療法について』 講師：㈱ニプロ 山口 悟 先生
２－『血液浄化装置 TR５５X』 講師：㈱東レメディカル 山家 圭裕 先生
３－『CHDF の最近の知見』 講師：㈱東レメディカル 水野 裕介 先生
４－『厚生連各施設の災害対策について～アンケート結果～』

豊栄病院臨床工学技士 吉崎さやか
施設代表者会議

（２０１３／１２／０４受付）
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